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１．日本ジャム工業組合概要

（１）概要
名 称 ： 日本ジャム工業組合
設 立 ： １９６５年(昭和４０年) 
所在地 :  東京都千代田区神田東松下町１０－２ 翔和神田ビル３階
理事長 :  山本範雄(アヲハタ(株) 代表取締役社長)
副理事長： 須藤尚孝((株)スドージャム 代表取締役社長)

石川紳一郎(ソントンホールディングス(株) 代表取締役社長)
大塚直(タカ食品工業(株) 代表取締役社長)

 米井元一((株）明治屋食品工場 代表取締役社長)
会員数  ：  ２１社(令和6年7月現在)
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１．日本ジャム工業組合概要

（２）ジャム類市場動向
●当市場は長いスパンで見ると、国内人口減少、少子化、朝食欠食率の増加や糖質制限に対する

 意識の高まりを背景に、ゆるやかな減少が続いている。

●近年では新型コロナウイルスの流行により、一時的に朝食の家庭内喫食率が増加し、ジャム類の
 需要も高まったが2023年5月の5類移行後は、コロナ前同様に落ち着いた。

●また、新型コロナウイルスや、ウクライナの紛争等、世界的な情勢不安、気候変動、、円安等により、 
各種原材料、資材、エネルギーコストをはじめとする製造コスト、物流費の高騰により、価格改定や

 容量変更する事での実質値上げがここ数年続いている。

●その中で、消費者の節約志向から、容量変更が中心で店頭売価の変動が少ない紙カップや、ユニ
 ットプライスを意識し、コスパの良い容量の多い瓶商品を求めるケースが目立ってきている。

   一方でプチ贅沢を求めるユーザーは、果実感があり、低糖度ですっきりとした甘さの商品、砂糖不使
 用の商品、国産原料や有機栽培の原料を使用した、こだわりの商品も人気があり、二極化の傾
 向にある。
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（３）ジャム類生産量推移
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※日本ジャム工業組合調べ

・市場は年々減少傾向。
・近年では、甘さすっきり、砂糖不使用のタイプを選択するユーザーが増加。
・2023年度は、生産量は減少したものの、価格改定により金額は増加。



55度以上
65度未満, 43.5%

40度以上
55度未満, 37.5%

40度未満, 
11.6%

65度以上, 
7.4%

2023年度糖度別ジャム生産量(小売用)
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（３）ジャム類生産量推移
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いちご, 37.9%

ブルーベリー, 
23.6%

マーマレード, 
18.5%

りんご, 5.4%

あんず, 1.5%

ミックス, 3.7%

その他, 9.5%

2023年度種類別ジャム生産量(小売用)

※日本ジャム工業組合調べ
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（４）ジャム類におけるＪＡＳ規格・品質表示基準 変遷(抜粋) 
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JAS規格・表示の動き 主な内容
1966年 (昭和41年1月) ＪＡＳ規格　制定 かん詰又はびん詰のものを除く／ﾘﾝｺﾞ､ﾐｯｸｽ､ﾐｯｸｽﾏｰﾏﾚｰﾄﾞを対象(業務用が主)
1972年 (昭和47年8月) ＪＡＳ規格　全面改正 市販品を含めた規格／「果実」を対象／特級・標準
1972年 (昭和47年8月) 品質表示基準　制定 　　　　　　〃
1976年 (昭和51年6月) 品質表示基準　一部改正 糖類の表示方法の改正
1980年 (昭和55年2月) 品質表示基準　一部改正 製造年月日表示方法の改正
1988年 (昭和63年4月) ＪＡＳ規格　全面改正 「果実、野菜又は花弁」を対象／可溶性固形分65%以上から40%以上に変更
1988年 (昭和63年4月) 品質表示基準　全部改正 添加物は製品に占める重量の割合が多いものから順に表示　他
1994年 (平成6年12月) ＪＡＳ規格　一部改正 賞味期限表示方法の改正
2013年 (平成25年12月) ＪＡＳ規格　一部改正 等級ごとの食品添加物の使用制限がCODEXに準拠

年月



２．個別品目ごとの表示ルールの検討内容

別表 詳細項目 見直しの方向性 主たる見直し理由
別表第3 食品の定義 現状維持 他規格との整合性維持
別表第4 個別の表示ルール 名称 現状維持 他規格との整合性維持

原材料名 削除を希望 重複
添加物 削除を希望 重複
内容量 削除を希望 重複

別表第5 名称の規制 該当なし 該当なし
別表第19 追加的な表示事項 一部改正を希望 実態がない
別表第20 表示の様式 削除を希望 重複
別表第22 表示禁止事項 一部改正を希望 重複・市場環境の変化
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対象別表と見直しの方向性

次ページ以降で別表ごとにご説明いたします。
見直し希望箇所を赤線枠で囲んであります。



別表第３（食品の定義） 現状維持

CODEXやJAS規格でも同内容の規定になっており、かつ現状で大きな不具合がないため現状維持を希望します

8



別表第４（個別の表示ルール） 一部改正を希望
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別表第４（個別の表示ルール） 一部改正を希望

内容 原材料名、添加物、内容量について削除

理由 個別の表示ルールで定めなくとも、横断的な食品表示基準のルールの中で現行と同様の表示が可能

原材料名にあっては「いちご」「りんご」「夏みかん」・・・と事例表記があることで、事業者はこの表記以外の
文字を使用していない。本来であれば、「いちご」「イチゴ」「苺」「りんご」「リンゴ」「夏ミカン」・・・等、消費者
に伝わりやすい文字を総合的に選択すべきところを過剰な制約となっているので解消したい
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別表第１９（追加的な表示事項） 一部改正を希望
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図 使用上の注意の「１」表示の事例



別表第１９（追加的な表示事項） 一部改正を希望

内容 「２」内面塗装缶以外の缶を使用することへの言及部分を削除

理由 内面塗装缶以外の缶を容器として使用する実態がないため
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別表第２０（表示の様式） 削除を希望

理由 横断的な食品表示基準の中で定められている事項と重複しているため
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別表第２２（表示禁止事項） 一部改正を希望

内容 1、4を削除希望

理由 １ 横断的な食品表示基準の中でも禁止されている事項であり重複しているため
４
品質水準が低かった時代に優良誤認を懸念して定められたものであり、現在においてはこれらの表示が
競争優位を招くことはなく、むしろ多様な商品の消費者への説明の妨げになる可能性があるため
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別表第２２（表示禁止事項） 一部改正を希望
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＜1＞ミックスジャムの例示画像

＜２＞糖度が低い旨の用語と糖度表示の事例

表面 裏面


